
0件 200件 400件 600件

主要駅（本八幡駅、市川駅、行徳駅）周辺の商業・銀行・行政施設などの充実

コンビニやスーパーなど、日常の買物ができる身近な施設の充実

教育・診療・介護施設など、日常生活に必要な身近な施設の充実

道路や公園、下水道など、生活に必要な環境の充実

狭い道路、住宅の密集をなくすなど、住環境の改善

地域毎に調和の取れた、低層または中高層住宅地の形成

工業地域のマンション周辺での、歩行者や車の安全確保

歩行者と自転車の通行空間の分離

駅前広場や道路における居心地の良い歩行者空間

駅前や商業施設などの必要な場所での、駐輪場や駐車場の充実

鉄道やバスなどの公共交通の充実

主要な道路やそれをつなぐ道路、交差点や立体交差などの整備による、交通渋滞解消

カーシェアリングやレンタサイクルなどの新しい交通サービスの充実

緑地や黒松など、緑の自然環境の保全

河川や海辺など、水辺の自然環境の保全

緑や水辺に触れられる公園など、憩いの場の充実

伝統建物・行事における、歴史や文化の継承

建物の色や塀の位置などによる地域毎の街並み景観形成

地震や火災、水害などに弱い建物・インフラへの対策

ユニバーサルデザインの充実

子育て環境の充実

環境負荷低減など、地球環境維持の取り組み

0件 200件 400件 600件

日常の買い物の便利さ

住環境の良さ

自然の豊かさ

街並みの綺麗さ

災害に対する強さ

建物や設備、標識など、高齢者や障がい者、子育て世帯への優しさ

地球環境維持の取り組み

鉄道やバス、車などの交通の便利さ

歩行者の安全

未回答
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日常の買い物の便利さ

住環境の良さ

自然の豊かさ

街並みの綺麗さ

災害に対する強さ

建物や設備、標識など、高齢者や障がい者、子育て世帯への優しさ

地球環境維持の取り組み

鉄道やバス、車などの交通の便利さ

歩行者の安全

未回答

Ⅰ. 歩行者の安全
(不満1位 回答率66.7%)

Ⅱ. 建物や設備、標識など、 高
齢者や障がい者、子育て世帯
への優しさ

 (不満2位 回答率45.9%)

Ⅲ. 地震や火災、水害など
に弱い建物・インフラへの
対策

(必要1位 回答率53.0%)

Ⅳ. 狭い道路、住宅の密集を
なくすなど、住環境の改善

(必要2位 回答率36.8%)

Ⅵ. 歩行者と自転車の通
行空間の分離

(必要４位 回答率34.1%)

Ⅴ. 子育て環境の充実
(必要３位 回答率35.3%)

計画の
見直し
に向け
て

【実施概要】
・実施期間：令和５年11月15日（水）～11月28日（火）の14日間
・調査方法：オンライン
・調査対象：市内在住者、通勤者、通学者
・回答数： 1,023人

・満足度は「日常の買い物の便利さ」が最も高く、次いで「鉄道やバス、車などの交通
の便利さ」「住環境の良さ」が高い。

【1．まちづくりに関する現状満足度】

【２．まちづくりの必要度】

・不満度は、「歩行者の安全」が最も高く、次いで「建物や設備、標識など、高齢者や障
がい者、子育て世帯への優しさ」「災害に対する強さ」が高い。

・まちづくりに関する必要度については、 、「地震や火災、水害などに弱い建物・イン
フラへの対策」 が最も高く、次いで「狭い道路、住宅の密集をなくすなど、住環境の
改善」 「 子育て環境の充実」 「歩行者と自転車の通行空間の分離」が高い。

市川市全体の現状について不満と感じているもの

これからのまちづくりに関し必要と感じているもの

市川市全体の現状について満足と感じているもの

市民アンケート結果（第１弾）
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